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サイエンスフロントMITAKA―最先端科学を楽しむ
「生命の物理学―分子から体の設計原理まで」▲

日 5月16日㈯午前10時～11時30分
講東京大学大学院准教授で理化学研究所主任研究員の川口喬吾さん

国立天文台企画サロン アストロノミー・パブ5月　
第215回「太陽を見つめ続けて20年―ひので衛星」▲
　ゲストは国立天文台太陽観測科学プロジェクト長で教授の勝川行雄さん、
ホストは同プロジェクト特任専門員の米谷夏樹さん。
日 5月16日午後6時30分～8時30分

大人のための音読講座
「三鷹ゆかりの作家・作品たち―太宰治『思ひ出』（その3）」 

日 5月23日㈯午前10時30分～午後0時30分　講朗読家の原きよさん

インタラクティブ・フォーカシング5月
―共感力を高めるカウンセリング技法：二重の共感のとき
日 5月23日午後2時～4時
講関西国際大学教授でピア・カウンセリング研究会主宰の酒井久実代さん

サイエンスカフェみたか5月
「植物と土をつなぐ菌類―菌根菌って何？」■

日 5月28日㈭午後7時～8時30分
講東北大学名誉教授の齋藤雅典さん

連続講座「中央線沿線の文学風景Ⅶ　文学のなかの中野・東中野
―芹沢光治良・瀬戸内寂聴・羽田圭介の作品舞台を歩く（全2回）」
日 5月30日㈯午後2時～3時30分（座学）、5月31日㈰午後1時～4時（散策）
※座学のみの受講も可。
講元山本有三記念館長の矢野勝巳さん

星空案内のための天文講座（第18期）
―星空案内人を目指そう！
日①7月4日㈯午前10時30分～午後4時10分、②7月11日㈯午前10時～午
後4時10分、③8月1日㈯午後0時40分～4時10分、④8月8日㈯午後2時30
分～4時10分、⑤8月22日㈯午後0時40分～4時10分（全5回、通し受講のみ）
講国立天文台天文情報センター国際普及室長の縣秀彦さん、同広報室長
の山岡均さんほか

 〒181-0013 下連雀3-24-3三鷹駅前協同ビル3階  ☎0422-40-0313

申 4月21日㈫午前9時30分から
オンライン講座＝■　オンライン同時開催＝▲
※受講には登録が必要です。講座の詳細や受講者登録など、詳しくは同大学HPをご覧ください。

開館時間
火〜日曜日午前9時30分〜午後9時30分

（入館は9時まで／日曜日は5時閉館）  休月曜日、祝日

講座案内

「多摩グリーン賞」を募集し、各最優秀
賞に100万円、各優秀賞に50万円を贈
呈します。
◆募集期間　4月20日㈪～7月31日㈮
主 多摩信用金庫
人 多摩地域と周辺地域に事業拠点を
置く中小企業・個人事業主など
申 問 同賞事務局☎︎042-526-7728へ

（平日午前9時～午後5時）

求　人

詳細は、QRコード
からHPをご覧ください。

子ども発達支援センター　
会計年度任用職員（月額）

◆職種　支援員（くるみ幼児園・外来）
◆採用日　6月1日
◆申込期限　4月30日㈭
問 同センター☎︎45-1122

（社福）三鷹市社会福祉事業団　職員

◆職種　①事務職、②母子支援員、③

総合オンブズマン相談
（5月）

日 7・14・28＝中村一郎さん（弁護士）、
21日＝片桐朝美さん（杏林大学教授）、
いずれも木曜日午後１時30分〜４時
30分
所 相談・情報課（市役所2階）
申 問 政策法務課☎︎29-9165へ

三鷹商工会経営相談窓口
（中東情勢緊迫化対応を
含む）

　面談は予約制。会員でない方も利用
できます。
※中東情勢の影響を受ける事業者向
けの支援については、市 HP をご覧くだ
さい。
日 火・水・木・金曜日午前10時～午後4時

（正午～午後1時を除く。休祝日）
所 三鷹商工会館（下連雀3-37-15）
申 同会 HP・☎49-3111へ
問 同会☎49-3111

募　集

神田川上流懇談会（第九期）の委員

　神田川上流流域について、情報や意
見の交換を行います。
人 在学・在勤を含む、年2回程度の昼間
の会議に出席できる神田川流域市区

（三鷹・武蔵野市、新宿・文京・中野・杉
並・豊島区）の個人または団体
◆任期　3年間（報酬・交通費は無支
給）
申 5月15日㈮（必着）までに必要事項（6
面参照）・作文「神田川などについて思
うこと」（400～800字程度）を郵「〒164 
-0001中野区中野4-11-19東京都第
三建設事務所工事第二課工務担当」・

S0200196@section.metro.
tokyo.jpへ
問 同課☎︎03-3387-5137

多摩ブルー・グリーン賞

　多摩地域の中小企業が開発した優
れた技術・製品を表彰する「多摩ブルー
賞」、新しいビジネスモデルを表彰する

保育士、④介護職、⑤看護師（①～⑤
正職員）、⑥事務職、⑦育成員、⑧介護
職、⑨介護支援専門員、⑩相談員（⑥
～⑩契約職員）、⑪保育職、⑫調理員

（⑪⑫パートタイマー）、⑬訪問介護員
（登録職員）
◆採用日　①令和8年6月以降（応相
談）、②～⑬随時
問 同事業団☎︎44-5211

相　談

みたか住まい探しサポート
（愛称：みたすま）

日 4月21日、5月19日の火曜日午後1時
30分～2時10分、2時15分～2時55分、
3時～3時40分、3時45分～4時25分

（日時要相談）
人 市内に1年以上在住の高齢者（65歳
以上）・障がい者・子育て・低所得者世帯
など
物 情報整理シート（市 HP で入手）
申 問 住宅政策課☎︎29-9704へ

所 問市民協働センター☎︎0422-46-0048
　「地域に関わりたい」「誰かとつながりたい」。そ
んな思いを形にするフォーラムのメイン企画（10
月31日㈯開催）をみんなで一緒につくりません
か。企画未経験でも大丈夫! センターのスタッ
フがしっかりサポートします。まずは気軽にア
イデア出しから始めましょう。
日第1回＝5月28日㈭、第2回＝6月25日㈭、いずれも午後6時30分から
申5月27日㈬までに同センター HPへ

はじめての方も活動中の方も！

みんなでつくる「作戦会議」
メンバー募集！

「みたか まち活フォーラム」とは？
　地域に関心を持つ人と活動中の人が出会う、年1回の大交流イベントで
す。今年は10月31日と11月1日㈰の2日間にわたり開催します。自団体
の活動紹介や冊子・展示、飲食・物販の募集は7月を予定しています。

問 JA東京むさし三鷹支店指導経済課☎︎0422-46-2152

　コースは野菜、花き、果樹の三つがあり、各コース5人程度の少人数グルー
プで学びます。修了した方は援農ボランティアとして活動できます。
主市、JA東京むさし、（公財）東京都農林水産振興財団
日開講式＝6月6日㈯午前10時から、講座＝6～12月（講義〈3回〉、市内の指
導農家で実習〈10回以上〉）
人年間を通してボランティアとして活動できる20歳以上の市民15人
申5月11日㈪（必着）までに必要事項（6面参照）・希望コース・参加可能な曜日
を往復はがきで郵「〒181-0004新川6-35-26JA東京むさし三鷹支店」へ
（申込多数の場合は抽選）
※ボランティア保険（保険料は市が負担）に加入していただきます。
※希望者は農業祭（11月に開催予定）の見学ができます。

三鷹市援農
ボランティア養成講座

農業を学ぼう！
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掲載内容について、詳しくは記事内のQRコードからご確認ください。手話通訳の表示がない事業でも、市の主催事業では希望により手話通訳者または要約筆記者を派遣します（開催日の1週間前までに事業の担当課へ要申込）。


